
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！

2016-12-1
№992 250円

（毎月₂回１日・15日発行）1969年12月20日第₃種郵便物認可

活動家集団  思想運動
発行・小川町企画  〒113-0033 東京都文京区
本郷₃の38の10さかえビル₂階  ☎０３・３８１８・
６６７１ ＦＡＸ０３・３８１８・３１９９ （郵便振替）００１９０－０－７５８２３５
小川町企画･関西連絡先 ☎０80・4700・6461
HP  http://www.shiso-undo.jp/
購読料：年間₆，₀₀₀円  半年₃，₀₀₀円（送料共）

米
国
で
政
権
交
代
が
近
づ
き
韓
国

で
は
朴
槿
恵
退
陣
要
求
が
高
ま
る

こ
の
時
期
に
、
日
・
米
両
政
府
は

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
事
展
開
の

足
場
を
確
実
に
す
る
い
く
つ
も
の

く
さ
び
を
打
ち
込
み
つ
つ
あ
る
。

一
つ
は
沖
縄
に
お
け
る
基
地
・
訓

練
場
の
強
化
と
日
米
一
体
化
の
推

進
で
あ
り
、
二
つ
目
は
日
韓
軍
事

情
報
保
護
協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ａ
）
の
締
結
で
あ
る
。

九
月
十
六
日
、
福
岡
高
裁
那
覇
支

部
の
多
見
谷
寿
郎
裁
判
長
は
、
辺

野
古
埋
め
立
て
を
め
ぐ
る
「
不
作

為
違
法
確
認
訴
訟
」
の
判
決
で
、

国
側
の
主
張
を
全
面
的
に
認
め
る

国
側
勝
訴
の
判
決
を
下
し
た
。
こ

の
不
当
判
決
に
た
い
し
て
沖
縄
県

は
二
十
三
日
に
上
告
し
た
が
、
そ

れ
に
た
い
し
て
国
は
二
十
七
日
ま

で
に
（
日
付
は
沖
縄
県
の
上
告
よ

り
早
い
二
十
一
日
付
）、
最
高
裁

に
た
い
し
て
県
の
上
告
を
退
け
る

よ
う
も
と
め
る
異
例
の
意
見
書
を

提
出
し
た
の
で
あ
る
。
あ
か
ら
さ

ま
な
政
治
的
圧
力
で
あ
り
、
断
じ

て
許
さ
れ
な
い
。

高
江
工
事
強
行
の
狙
い

日
・
米
両
政
府
は
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン

‐
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米
大
使
の
退
任

時
期
に
合
わ
せ
て
、
十
二
月
二
十

日
に
首
相
官
邸
で
、
二
十
二
日
に

は
那
覇
市
で
、
九
六
年
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ

合
意
に
も
と
づ
く
普
天
間
飛
行
場

返
還
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

「
北
部
訓
練
場
の
過
半
の
返
還
」

を
行
な
う
た
め
の
「
返
還
」
式
典

を
開
催
す
る
。
だ
が
こ
の
「
返

還
」
は
、
新
た
な
六
つ
の
ヘ
リ
パ

ッ
ド
建
設
を
条
件
と
す
る
も
の

で
、
実
際
に
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
使

用
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
パ
ッ
ド
で
あ

り
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
と
同
じ

機
能
強
化
と
恒
久
化
を
狙
っ
た
も

の
だ
。
海
兵
隊
は
二
〇
一
三
年
に

太
平
洋
地
域
の
戦
略
や
基
地
運
用

計
画
を
ま
と
め
た
「
戦
略
展
望
二

〇
二
五
」
で
、「
最
大
で
約
五
一

％
の
使
用
不
可
能
な
北
部
訓
練
場

を
日
本
政
府
に
返
還
し
、
新
た
な

訓
練
場
の
新
設
な
ど
で
土
地
の
最

大
限
の
活
用
が
可
能
に
な
る
」
と

み
ず
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る

（『
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
七
月
二
十
五

日
付
）。

東
村
高
江
を
取
り
囲
む
よ
う
に
新

設
さ
れ
る
六
つ
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
の

う
ち
Ｎ
４
と
い
わ
れ
る
二
つ
は
す

で
に
完
成
し
て
先
行
提
供
さ
れ
、

オ
ス
プ
レ
イ
が
地
域
の
住
民
に
騒

音
・
低
周
波
音
に
よ
る
甚
大
な
健

康
被
害
と
危
険
を
撒
き
散
ら
し
て

い
る
。
そ
し
て
参
議
院
選
で
辺
野

古
新
基
地
と
オ
ス
プ
レ
イ
に
反
対

す
る
伊
波
洋
一
氏
が
、
当
時
現
職

の
島
尻
ア
イ
子
沖
縄
担
当
相
に
一

〇
万
票
も
の
大
差
で
圧
勝
し
た
翌

日
の
七
月
十
一
日
、
防
衛
省
沖
縄

防
衛
局
は
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
を
再

開
し
た
。
同
二
十
二
日
に
は
、
五

〇
〇
人
も
の
機
動
隊
を
全
国
六
都

府
県
か
ら
動
員
し
て
訓
練
場
の
ゲ

ー
ト
前
に
座
り
込
む
住
民
ら
の
暴

力
的
な
排
除
に
乗
り
出
し
た
。
残

る
四
つ
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
を
強

引
に
同
時
に
進
め
る
た
め
だ
。

現
場
で
は
式
典
日
程
に
合
わ
せ
、

ず
さ
ん
な
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
強

行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、

運
動
の
萎
縮
と
分
断
を
狙
っ
た
不

当
拘
束
が
相
次
ぎ
、
現
在
も
リ
ー

ダ
ー
を
含
め
六
人
が
勾
留
さ
れ
、

う
ち
一
人
が
刑
特
法
違
反
、
三
人

が
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

反
対
す
る
市
民
へ
の
「
黙
れ
、
こ

ら
、
シ
ナ
人
」、
目
取
真
俊
さ
ん

へ
の
「
触
る
な
、
ど
こ
つ
か
ん
ど

ん
じ
ゃ
、
ボ
ケ
、
土
人
が
」
と
い

う
差
別
語
に
よ
る
暴
力
も
そ
の
過

程
で
の
も
の
だ
。
や
ん
ば
る
の
森

の
破
壊
も
深
刻
だ
。
数
万
年
か
け

て
育
っ
た
二
万
四
〇
〇
〇
本
も
の

樹
木
が
生
物
も
ろ
と
も
伐
採
さ

れ
、
直
径
七
五
メ
ー
ト
ル
の
ヘ
リ

パ
ッ
ド
が
森
を
乾
燥
さ
せ
、
そ
こ

に
外
部
か
ら
異
な
る
土
質
の
土
砂

が
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
。

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
工
事
で
数
多
く

あ
る
問
題
の
一
つ
が
Ｇ
地
区
の
ヘ

リ
パ
ッ
ド
と
国
頭
村
の
宇
嘉
川
河

口
を
結
ぶ
全
長
約
二
キ
ロ
の
米
軍

歩
行
ル
ー
ト
だ
。
こ
の
工
事
に
よ

る
森
林
伐
採
だ
け
で
な
く
、
道
路

の
完
成
に
よ
り
、
米
軍
の
海
か
ら

の
上
陸
作
戦
が
可
能
に
な
る
。
伊

江
島
で
は
現
在
も
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ

レ
イ
の
離
発
着
訓
練
が
行
な
わ
れ

深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
空
軍
特
殊
作
戦
用
の

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
に
対
応
す
る

演
習
場
拡
張
工
事
が
始
ま
っ
て
い

る
。
米
軍
は
伊
江
島
、
高
江
、
そ

し
て
辺
野
古
新
基
地
を
合
わ
せ
た

オ
ス
プ
レ
イ
の
運
用
と
空
・
海
・

陸
の
基
地
展
開
を
狙
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
安
倍
政
権
に
と
っ
て
は
自

衛
隊
の
共
同
訓
練
地
の
確
保
で
あ

り
、
宮
古
・
石
垣
・
与
那
国
を
は

じ
め
と
す
る
島
じ
ま
の
自
衛
隊
強

化
の
狙
い
と
一
体
的
な
も
の
だ
。

安
保
法
制
の
整
備
に
よ
る
日
米
同

盟
の
強
化
が
、
基
地
の
整
備
で
も

急
ピ
ッ
チ
で
強
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
野
望
を
挫
か
せ
る
も
っ
と
も

有
効
な
た
た
か
い
こ
そ
、
高
江
ヘ

リ
パ
ッ
ド
建
設
の
現
地
闘
争
だ
。

現
地
行
動
参
加
と
連
帯
強
化
を
意

識
的
に
す
す
め
よ
う
。

進
む
日
韓
軍
事
同
盟

一
方
安
倍
政
権
は
、
韓
国
政
府
と

の
間
で
長
い
間
懸
案
と
な
っ
て
い

た
軍
事
情
報
保
護
協
定
（
Ｇ
Ｓ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
Ａ
）
を
十
一
月
十
四
日
に
仮

署
名
し
、
二
十
三
日
に
締
結
し

た
。
朴
槿
恵
政
権
は
、
大
統
領
が

大
疑
獄
事
件
で
国
民
か
ら
退
陣
要

求
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
百
数
十
万

人
単
位
の
街
頭
抗
議
行
動
が
次
は

二
〇
〇
万
人
を
め
ざ
し
取
り
組
ま

れ
て
い
る
時
期
に
、
国
民
の
過
半

数
と
野
党
三
党
が
激
し
く
反
対
す

る
な
か
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
締
結
を
強

行
し
た
。

韓
国
の
反
戦
平
和
団
体
で
あ
る
平

和
統
一
研
究
所
の
パ
ク
‐
キ
ハ
ク

所
長
は
、
こ
の
協
定
は
韓
国
に
と

っ
て
有
害
無
益
で
あ
り
、「
朝
鮮

を
共
通
の
敵
と
し
た
情
報
交
換
を

約
束
す
る
国
家
間
条
約
と
い
う
意

味
で
、
韓
・
日
軍
事
同
盟
の
ス
タ

ー
ト
を
意
味
す
る
」
と
厳
し
く
批

判
し
て
い
る
（「〔
時
論
〕
朝
鮮
半

島
の
再
侵
略
を
よ
ぶ
“
韓
・
日
軍

事
協
定
”」『
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
』

Ｈ
Ｐ
掲
載
、
十
一
月
二
十
三
日

付
）。
日
本
の
集
団
的
自
衛
権
行

使
に
お
い
て
は
、
よ
り
正
確
な
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
等
に
か
ん
す
る
軍

事
情
報
が
韓
国
か
ら
日
本
に
わ
た

れ
ば
、「
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
米

国
に
発
射
さ
れ
る
」
事
態
が
起
き

た
場
合
に
自
衛
隊
が
ミ
サ
イ
ル
を

迎
撃
し
た
り
ミ
サ
イ
ル
基
地
へ
の

先
制
攻
撃
を
行
な
う
可
能
性
が
高

ま
る
。
ま
た
新
た
な
安
保
法
制
の

も
と
、
米
軍
の
武
器
保
護
の
名
目

で
朝
鮮
半
島
領
域
に
自
衛
隊
が
進

出
で
き
、
万
一
朝
鮮
半
島
で
政
治

的
混
乱
や
南
北
間
衝
突
が
発
生
し

た
場
合
に
は
こ
れ
を
重
要
影
響
事

態
と
み
て
軍
事
支
援
や
失
踪
し
た

米
軍
人
の
捜
索
お
よ
び
韓
国
に
駐

留
す
る
日
本
人
や
米
国
人
避
難
な

ど
の
名
目
で
自
衛
隊
を
朝
鮮
半
島

に
派
遣
で
き
る
―
―
こ
う
し
た
自

衛
隊
の
想
定
す
る
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
日
本
は
よ
り
正
確
な
韓

国
か
ら
の
軍
事
情
報
を
有
利
に
活

用
で
き
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
韓

国
国
防
部
は
否
定
し
て
い
る
が

日
・
韓
の
物
品
役
務
相
互
協
定

（
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
締
結
に
な
れ
ば
、

日
本
に
た
い
す
る
韓
国
軍
の
従
属

は
避
け
ら
れ
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。

よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
米
国
が

日
・
韓
軍
事
同
盟
を
望
ん
で
い
る

こ
と
で
あ
り
、
自
衛
隊
の
朝
鮮
半

島
侵
攻
は
韓
国
の
戦
時
作
戦
統
制

権
を
も
つ
米
国
に
事
実
上
の
決
定

権
が
あ
る
と
い
う
点
だ
。
パ
ク
‐

キ
ハ
ク
平
和
統
一
研
究
所
長
は
、

日
韓
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
締
結
は
、
地

上
配
備
型
の
高
高
度
ミ
サ
イ
ル
防

衛
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
の

韓
国
配
備
と
併
せ
て
「
対
朝
鮮
の

戦
争
遂
行
の
た
め
、
究
極
的
に
は

中
国
包
囲
網
の
た
め
」
の
「
韓
・

米
・
日
同
盟
の
信
号
弾
」
だ
と
糾

弾
す
る
。
そ
れ
は
協
定
が
、
日
米

の
共
同
開
発
す
る
洋
上
の
艦
船
配

備
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
Ｓ
Ｍ
３
ブ
ロ
ッ
ク
Ⅱ
Ａ
や

Ｆ
３
５
の
韓
国
へ
の
情
報
移
転
に

道
を
ひ
ら
く
知
的
財
産
権
保
護
条

項
を
含
ん
で
い
る
こ
と
と
関
連
す

る
（
パ
ク
‐
キ
ハ
ク
「
︿
協
定
反

対
主
張
－
二
編
﹀
韓
日
軍
事
情
報

保
護
協
定
、
事
実
上
統
合
Ｍ
Ｄ
編

入
を
招
く
こ
と
も
」、「
平
和
と
統

一
を
ひ
ら
く
人
び
と
」
Ｈ
Ｐ
掲

載
、
十
一
月
十
六
日
付
）。

韓
国
平
和
運
動
貫
く

歴
史
の
リ
ア
リ
ズ
ム

韓
国
の
平
和
運
動
は
日
本
に
よ
る

植
民
地
支
配
の
歴
史
を
踏
ま
え
、

日
韓
軍
事
情
報
保
護
協
定
締
結
を

日
本
の
再
度
の
侵
略
の
兆
候
と
見

て
い
る
。
そ
し
て
日
・
韓
の
軍
事

同
盟
を
掌
握
す
る
の
は
米
国
で
あ

り
、
日
・
米
が
韓
国
の
同
意
な
し

に
朝
鮮
を
攻
撃
す
る
事
態
も
あ
り

う
る
と
見
る
。
そ
の
見
方
は
、
韓

国
に
あ
っ
て
、
歴
史
を
貫
く
リ
ア

リ
ズ
ム
だ
。
日
本
の
植
民
地
支
配

か
ら
米
軍
政
へ
、
四
・
三
事
件
、

南
北
分
断
、
朝
鮮
戦
争
と
連
合
軍

の
派
遣
・
駐
留
、
親
米
軍
事
独
裁

政
権
、
光
州
事
件
と
民
主
化
抗
争

と
、
日
本
の
植
民
地
支
配
が
原
因

で
解
放
後
は
米
国
の
関
与
と
軍
事

統
制
の
も
と
に
お
か
れ
、
国
が
引

き
裂
か
れ
、
朝
鮮
戦
争
は
休
戦
状

態
の
ま
ま
、
朝
鮮
有
事
を
想
定
し

た
韓
米
合
同
軍
事
演
習
が
米
軍
の

指
揮
下
で
例
年
行
な
わ
れ
、
米
軍

の
共
同
使
用
が
確
実
視
さ
れ
る
海

軍
基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
た
。

「
慰
安
婦
」
問
題
で
は
被
害
者
抜

き
の
日
・
韓
「
和
解
」
が
ご
り
押

し
さ
れ
、
米
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス

テ
ム
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
配
備
が
強
行
さ

れ
、
今
回
は
大
疑
獄
事
件
解
明
の

さ
な
か
で
日
韓
軍
事
情
報
保
護
協

定
締
結
が
強
行
さ
れ
た
。

日
韓
軍
事
情
報
保
護
協
定
に
関
す

る
報
道
は
、
韓
国
で
は
賛
否
二
つ

に
割
れ
て
い
る
。
日
本
の
報
道

は
、「
共
通
の
脅
威
へ
の
備
え
」

（『
毎
日
新
聞
』）、「
米
国
に
対
す
る

日
韓
の
発
言
権
の
強
化
に
も
つ
な

が
り
そ
う
」（『
朝
日
』）、「
日
韓
の

対
北
連
携
効
果
が
高
ま
る
」（『
読

売
』）、
日
本
の
「
ミ
サ
イ
ル
防

衛（
Ｍ
Ｄ
）能
力
を
強
化
」「
韓
国

に
い
る
日
本
人
の
安
全
を
守
る
た

め
の
一
歩
」（『
産
経
』）
と
、
総

じ
て
“
朝
鮮
の
脅
威
へ
の
対
処
”

と
い
う
日
本
政
府
の
主
張
す
る

「
国
益
」
に
た
つ
報
道
と
い
え
る
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
の
多
く
は
朝
鮮

半
島
危
機
は
朝
鮮
の
挑
発
が
引
き

起
こ
す
も
の
と
い
う
認
識
に
た

ち
、
米
国
へ
の
言
及
は
あ
っ
て
も

協
定
は
対
等
な
日
・
韓
両
国
の
問

題
と
と
ら
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は

日
本
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
踏

ま
え
て
こ
ん
に
ち
安
保
法
制
下
の

自
衛
隊
の
武
力
行
使
と
米
国
と
の

関
係
を
追
究
す
る
姿
勢
が
欠
落
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
反
戦

平
和
運
動
の
な
か
で
も
、
在
日
朝

鮮
人
や
日
韓
連
帯
に
取
り
組
む
人

び
と
を
除
い
て
、
日
韓
軍
事
情
報

保
護
協
定
反
対
の
声
は
大
き
く
な

っ
て
い
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
全
体

的
な
状
況
に
運
動
が
絡
め
取
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
。

沖
縄
・
琉
球
弧
に
お
け
る
自
衛
隊

と
米
軍
強
化
に
抗
す
る
た
た
か
い

と
、
日
・
米
・
韓
軍
事
同
盟
強
化

を
止
め
る
た
た
か
い
を
共
同
で
つ

よ
く
推
し
進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
た

た
か
い
に
希
望
を
も
た
ら
す
も
の

だ
。
敵
の
も
っ
と
も
恐
れ
る
団
結

を
か
ち
と
ろ
う
。�【
日
向
よ
う
子
】

日
韓
軍
事
情
報
保
護
協
定
の
締
結
を
糾
弾
す
る
！

東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
脅
か
す
日
米
軍
事
同
盟

沖
縄
の
基
地
強
化
と
日
米
韓
軍
事
同
盟
に
反
対
す
る
共
同
の
闘
い
を

米
軍
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
予
定
地
か
ら
約
一
〇
キ
ロ
手
前
の
赤
橋
の
上
で
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
向
か
う
ダ

ン
プ
を
止
め
て
い
て
機
動
隊
に
ゴ
ボ
ウ
抜
き
さ
れ
る
女
性
。（
十
一
月
十
七
日
、
撮
影
＝
大
舘
ま
ゆ
み
）

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
強
行
・
辺
野
古

テ
ン
ト
へ
の
弾
圧
を
糾
弾
す
る
！

 

（
関
連
記
事
２・３
面
）


